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【美点】

【美点】

shimast
テキストボックス
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母牛の条件

　・登録牛であること。 　・体型、資質、乳徴は、ともに中または中の上のもの

　・疾病その他特に異常がないこと。 　・初産牛および高齢牛は、なるべく避けること

（精液は無償配布）

不受胎

①人工授精協力報告書（様式１）

②材料牛生産協力承諾書（様式２）

③人工授精証明書の写し

R8.7.1 ～
↓

↓ ④受胎繁殖農場の債権者登録（登録済の場合は不要）

受胎繁殖農場へ

↓

R9.1.1 ～

↓ 【畜主】・子牛登記を済ませておく

【畜主】　・♂子牛は去勢月日を記録 【家保・畜研】 ・発育、健康状態確認

･鼻汁の採取（母子）

・鼻紋採取（母子）

検定肥育農場に振り分け

「調査牛」として現場後代検定法により肥育

＊ 候補種雄牛１頭につき、およそ１７～２０頭を確保

検定肥育農場へ

調査牛１頭につき、１３万円以内（調査牛頭数が多い場合は予算の範囲内）

＊ 候補種雄牛１頭につき、１５頭以上の枝肉成績を確保

お問い合わせ
沖縄県畜産研究センター　　　TEL.0980-56-5142

管轄の家畜保健衛生所

検定要件を満たす （種付60頭） 　　　　　　 （種付60頭） （種付60頭）

【研究センター】　検定子牛検定推進費を交付

【家畜保健衛生所】　とりまとめて畜産研究センターに報告

【家保】　受胎報告のあったものを、生産状況調査

【家保・畜研】　生産状況調査に基づき、産子調査（４～５カ月齢頃）

買い上げ対象外

【畜産研究センター】　検定子牛生産推進費を交付

出荷　（セリ、相対取引、譲渡など）

検定肥育以外の自家保留

↓

肥育農家は出荷期限内（去勢29ヶ月齢、
雌32ヶ月齢以内)にと畜し枝肉成績を県
に報告

借腹受胎牛１頭につき、繁殖農家１万円以内
（母牛の年齢により変動：8歳まで→1万円、9～12歳→8千円、13歳以上→5千円）※種付け日の年齢
授精師２千円

検定要件を満た
す肥育農場が、
自家保留で肥育

を実施
買上金額は直近セリ価格の平均を基準とし、
子牛の発育や血統等を鑑みて付けさせてもらいます。

令和8年

種付期間

R8.3.1

自家肥育農場は

【人工授精師】　家畜保健衛生所に①②③を添えて報告

R7.5.31まで

試験種付け

受胎

畜産研究センターが
調査牛を６ヶ月齢頃に買い上げ、

９ヶ月齢まで育成

検定対象牛候補として買上

現場後代検定調査牛の確保までの流れ

｜

R8.4.30
ちゅらのひめ

美之姫
はくつるひさ

白鶴久
　　　　　　　さ な ひ め

　　　　　　紗奈姫

候補種雄牛

※初産牛・高齢牛へ

の種付けは避けてく

ださい。
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